
市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)
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- 人件費 ･物件費等の適正度 1
人口1人当たり人件費‐物件費等決算額 [4しI2.859円]
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※人件費、物件費及び離籍桶修賞の合計である.ただし
人件費には事柔費支弁人件費を含み、追職金は含まない.

　　　　　　　　 　　　
実質収支 58,092 千円

類似固体平均

財政構造の弾力性

人件費 ･物件費等の

給与水準の適正度
(国との比較)

将来負担の健全度

公債費負担の健全度

鶴居村
※蝋観団体軍増をlのとした
ときの比箏で表した.

定員管理の廼正度

※類似団体とは、人n弱よび産業桐滋等により小国の市町村を鮪のグループに分類した結果,、考淡団体と効じクルーブに鷹ずるトリ体を誘う"
※、ーれ威幼年4月日1以降のdrm｢村会例により消滅した-弱体で実質公債費比耀を算定していない
l弱体については、グラフを表記せず、レーグ-チャートを破線としている“

※ラスパイレス｣指数及び人= 1,000人当たり職員数については.平成19年地方公務員給与
文般調査に基づくものである“なお、学成L卿.慶ぼ'に-lゞ町村合併･を行った団体については、
当設頭llに係るデータのグラフを友紀ぜす、レーダーチ.rートを破線としている“
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財政力拍数一類似団休を若干上回る0.21となつているが、長引く景気低迷等による法人関係織の減収が
続いていることから、人件費等の経常経餓の抑制や投資的事業の輻齋に務める。

経常収支比中一r集中改革プラン｣にもとづく人件費の抑制等に努めてきたことにより類似団体を下回って
はし、るが、上昇傾向にあることから今後も行財政改革への取組を通じて経費の節滅に
努める。

突貫公債費比竿-被災的事衆の糖蜜により起債発行額を印刻してきたことから類似団体を下回っている.
引き銃き水準を抑えることに努める.

ラスパイレス指数一類似団体を上回る水準にあることから,これらの状況を踏まえ、給与の適正化に努める.

人口1P加入当たり騨員数一類似団体を若干上回る状況であるが、今後も定員斎正化計鬮に逃づきその滋正化
に努める。

人口1人当たり地方債双在高一類似団体を上回る数値となっており、今後も地方債発行の抑制等によりその透正化
に努める.

人口1人当たり人件費･物件費等決算額一施設の離籍管理費等により、類似団体を上回っていると奪えられる。
今後も行財政改革の雛造によりその適正化に努める
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